
まえがき＝鋳鍛鋼品では鋳造時に引巣や偏析をはじめと
した鋳造欠陥が生成する。特に大型鋳鍛鋼品において
は，冷環はじめとした鋳鋼品の鋳造方案の検討に活用している。　しかしながら，流動凝固解析にあたって使用する熱物性値の精度が解析結果に大きく影響するにもかかわらず，十分な検討がなされているとは言い難い。また流動解析結果の評価方法についても，凝固解析のような定量的な評価指標がないため，ダイカストのような湯流れが直接に鋳塊品質に影響する場合を除いて，鋳塊品質との関係に不明な点が多いことから，一般の造塊品には流動解析が十分に活用されていない。　本報では流動凝固解析の活用方法として，解析に使用する熱物性値を評価した事例について紹介する。1．凝固解析の熱物性値評価1．1　鋳造欠陥の評価指標　鋳造欠陥（引巣）は主に，（1）凝固進行状況から推定
配法，固相率勾配法，修正温度勾配法などの凝固パラメ






